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Ⅶ。轍法
さて獣からはがされた皮は脱毛・裏漉されそして糠されることになる。
脱毛には石灰の使用や， 或は湿ら して発酵させる等の方法が考えられるが， 今知ることはできない。
ここで，革韓しの技術の変遷，その種；
まず，最初に浮び上ってくるのは，繰
法である。
生の皮は柔かいのに，乾燥するとカリ
最初の着想となって，まず手で撰んだり，
つい最近まで，エスキモーは生または二
墨，その種類について述べておく。
鰊し剤を用いずに，物理的に手で操むか' または歯で噛んで柔かくする方
カリに固くなる。 これを元の柔かさに戻したいという衝動が， 革繰しの
歯で噛んでみたりするわけであろう。
エスキモーは生または半乾きの段階において． 噛むこと による原始的な革韓し法をつづけてい
た。
脳漿骨髄蕊し
次に出現するのが，脳漿骨髄糠し
古代人は，その生活慣習からして，
ことが想像される。
糠しである。
狩猟した動物の最も栄養があって， 同時に最も腐りやすい部分から喰べた
相当に固かったはずの古代人の手の皮が，そのとき， 獣肉や脳漿をつかんで喰くることによって． 脳漿や骨髄
は手の皮を柔かくする という体験を味わわされたにちがいない。 それの連想から，脳漿をすりこんで操めぱどう
最初の革繰しとなったわけである。この技法は力､という方法を思いついたのであろう。これが篠し剤を用いる，最初の革繰｜
アメリカ・インディアンもやっているし，最近までは日本でも行われていた。
ところで，なぜ脳漿が革を柔かくするのか？まだ，’よっきり
が革を柔かくする要因ではないかと言われている。
した定説は現われていないが， 恐らく燐化合物
実際に，この脳漿骨髄篠しを行うときは，日本での記録を見ると，脳漿を腐らせてから実施している。古い
脳漿が，なぜよいのか，また，なぜ新しい脳漿では悪いのか？まだ研究していないので，何とも言えないが，
実際に従事した人の話を聞くと，やはり古い脳漿のほうがよいという。しかし，古くなると非常な臭気を放つ。
カラハリ沙漠のブッシュマンも，この脳漿骨髄糠しを行っているという。
この技法によって糠された革であって， 特に鹿革は非常に柔かい。いわゆるセーム革というのが，
ところが，この脳漿骨髄縁しは耐水性がない。というのは，革の成分は蛋白質なので，これを長時間，水に浸
けて煮ると，溶解してニカワとなってしまうのである。厳密に辣しとは何かといえば，ほんとうは蛋白質が水に
溶けないこと。つまり，不溶性になって柔かくなるというのが，実用度の高い糠し革といえるわけで，次の段階
として，橇煙繰しが登場してくることになる。
脳漿煤煙蕊し
煙のなかにはホルマリンとかフェノールとか，いろいろな成分が含まれていて，そのガス体が革の蛋白質と結
ころから．そういう作用は発
ホルマリン（
合して，耐水性をもたらす。
見されたのであろう。
こうして，脳漿骨髄篠い
狩猟採集民族が革張りのテントの なかで煮焚きするところから，
さらに橇煙するく脳漿橇煙縁し〉の段階に入ってくるが，これによってされた革を，
耐水性はやや増加するのであるｃ
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この方法で煉煙するとき，紙を当てたりして模様革を作りだす事もできるが，日本ではこれをフスベ（懐）革
8世紀から19世紀に至る遺品が非常に多い。といい，
もあるわけで，鎧も戦場では雨に打たれることこのフスベ革が鎧の糠にずいぶん使用されている。鎌倉時代，
耐水性のない脳漿糠しだけでは不充分だったのである［
たが，水をかぶって火元に接近するという原始的な消火
水をかぶると固くなるような革衣では，全く用をなさな
江戸時代，
法にとって，
火消しの頭たちは革の頭巾と羽織を着用したが，
耐水性のある革衣は必須の防具であった。
いからである。
このように，脳漿繰し単独よりも，懐煙繰しを併用したもののほうが，遥かに発達した技法ということができ
る。
油鞭し
これと同時代ぐらいに現われる技法に， 油緯しがある。
乾燥地帯，たとえばネパール地方の住民などは入浴しない。というのは，入浴すると，皮膚の脂肪がぬけてヒ
ビ割れが生じてしまうからで，入浴するどころか，逆に身体に油をすりこむのである。
こうした体,験をとおして，革を柔かくするには油をすりこめばいいという発想が生まれてくるのであろう。
この油は，どんな油でもというわけにはいかない。菜種とか椿のような不乾性の油を革にすりこみ，陽に当て
ると，革が柔かく，しかも白く美しくなる。これは日本独特の方法かもしれないが，姫路地方には現在も残って
いて，４０～50年前までは， 世界中の白い篠し革の内でも最も強度のある革として， ドイツあたりに盛んに輸出さ
ﾝ尿素などの合成縁し剤の出現によって， 絶滅に瀕しつつあるようだ。
，これもまた，中国あるいは朝鮮半島渡来の
々」という記述が見える。しかし，その起源
れていた。最近は
この油繰しが，
ズラミ
繰しが，日本以外のどこにあるか，寡聞にして知らないが，（
ものであるにちがいない。日本の古代の文献にも「高麗人が……云々」
と全貌については明瞭ではない。
タンニン露し（シブ襟し）
その次に画期的な篠し方が発明される。 植物に含まれているタンニン酸を利用したタンニン糠しである。この
襟し方は，タンニンを含む植物の分布するトルコからザクロスにかけての地域で発明されたものであろう。これ
ｌま樫の木の一種の新芽に産みつ１ﾅた蜂の一種の卵にどんどんタン ニンがあつまって１ｃｍくらいの塊になったもの
で，卵からかえった虫はそこから出て行くので，穴があいている。他にザクロの皮も利用されたであろう。
歴史的に古い草の遺品は， エジプトの古墳から出土している。 たとえば，ツタンカーメン王の馬車の革タイヤ
とか，馬を御する革紐や，ルクソール遺跡の壁画に描かれている革繰しと革紐の製法などだが，この場合，果し
てタンニン韓しされているかどうかは，資料を貰っていないのでテストすることはできない。しかし，おそらく
ンニン糠しがi施されているだろう夕 と思っている。
しかも，エジプトの戦車というものは，
私はこれはトルキッシュ・タンニン糠
エジプトにおける発見ではないという ■
しであると想像しているが，残念ながら，いまのところ証明する資料が
ない。
ピロガロール・タンニンであればトルキッシュ。タンニン，カテゴール・タンニンであれば古代エジプトで使
用されたと同じくアカシアの類，黄色系タンニンではペルシャあたりが原産地といわれるザクロ，それにスマッ
ック等が使用可と思われる。
アル・タール出土染織皮革遺物の研究 1５９
ういうわけか，東洋には伝わっていない。中国の革の遺品
ンニン糠しがあるように思われるから，あるいは中国あた
現段階では不明である。
西洋には波及しているが，どういうわけか，
200～300年前のもの）にはタ 糠しが，
このタンニン鰊しは，
(それほど古くはなく，
日本には入らなかったものか，りで止まってしまい，
とにかく，日本には明治の初年，ヨーロッパの軍隊の装備に変えるとき，ドイツからタンニン糠しが入ってき
たのが最初であった。
さてイラク附近のトルキッシュ・タンニン鍵しは，現在もスークでタンニン剤を売っているが，いつごろ考え
'よ確定しがたいが，プリニウスの記事に「アレッポの緑の没食子」と出されたのか？ 私の現在の知識の範囲で
原典は見ていないが，それが事実であるとしたら，前述のツタンカーメン王の戦車においう文句があるという。
ける革の使用と考え合せて，イラ
とができると思う。
しかし，それが何をヒントとし
してタンニンを使ったところ，覇
ク附近におけるタンニン糠しの発見は遅く とも紀元前20世紀ごろ と推定するこ
あるいは革を染めようと|､として発見されたのかは，まだ明らかにされていないが，
偶然による発見であったかもしれない。篠し作用があったというような，
この方法によって糠された革は， 脳漿糠しよりも，やや固いが，
を厚手とすれば，優に靴底と
堅牢度にかけてはその比ではない。 タンニ＞
して，しかも革 として用いることができるほどである。また，衣に浸ける時間を長く
科とするためには，
発掘された革に夕
薄手の革を短い時間，タンニンに浸けこめば，防寒上にも好適なものとなる。
容易に証明することができる。 革の断片に硫酸第一鉄，ンニンが用いられているかどうかは，
酢酸鉄，
こうし
塩化第二鉄のような鉄塩類を点滴すれば， タンニン鉄ができて， 真シ黒な呈色反応を起すからである。
まずタンニン糠しの存在を確認したわけだが， アル・タールで発掘されている革衣には，た方法によって，
この技法によったものが非常に多い。
果してタンニン単独で饗されたものかというと，そうではアップリケなどに使われている赤い革が，しかし，
ないように思われる。
赤の染料としてはアカネ，ケルメス，あるいはインド産のう
料の主成分は，共通してアントラキノン誘導体であるから，
赤い革は， エジプトにおし 』ても発掘されており，
ツクの３種類が用いられたはずである。こ
アルミをもって媒染して，初めて赤になる
る繰法である。
またタンニン単独篠の場合，その革はた
水にぬれて硬化したものがあるとはいえ，
これらの染 の主成分は，
という性質の染料であ そこで考えられるのは明馨によるはず゛である。
これらの皮革が，1000年以上を経た現在，－部縁 ． わりと硬いものである。
を保っているのは明馨あるいは脳漿あ るいは油の課がなさなお柔かさ
それら単独でＩま一時的糠にすぎないため タンニンを併用したと考えられる。れたと思うが，
明誓韓
古代人は赤い色を好んだが， 美しい赤を染めだすことは技術 上きわめて難しく， 明響による白い革でしかもア
にちがいない。金属媒染の始ルミニウムの媒染作用がある糠し法の発見がなければ赤い革の出現は不可能だったにちがいない。
'よ繰法であろう。
エジプトの遺物の中には赤（ ﾛ博物館には赤色脱落部が白い革もある。』革がみられるが， 初期においてはカイ
王に赤革の使用を許されたのに自分の墓の壁画に赤い手袋をはめた姿を描いているのは，貴重な存在であった。
感激したのであろうという。
アル・タールの発掘のなかに， 赤い革のアップ’ノケがあるということは， エジプトと同じく，イラクの人たち
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を想像させる。ｂ明響繰しを行っていたこと
美しい赤が発色せず，むしろ紫に近い色になってしまう。天然の明響は鉄分を含む場合が多いため，ところが，
染料の媒染法の源流をなす従って， 純粋な明琴を探求するのに非常な苦心が払われたと思われる。 この発見は，
ものと言ってよかろう。
禺然の重なり合い によって発見されたものと想像される。ひどい旱魎がつづいて，おそらく， 明響緯しの方法はイ
さがしあてたのが明響の泉であったと 力尽きて泉の中に倒れこん獣が水をもとめてｲ方復し，ようやく しようか。
だのをたまたま人間が見つけて、 このような旱魎と偶然がなければ明響繰は白く なめされているのを知る……。
発見さ れることがなかったろう。 この繰法の出現は時代的に相当遅れるものと考える。とにかく
美しい赤に染めるという技術もうみこの方法の発見と併行して， アカネやケルメスのような染料をすり込み，
出されたにちがいないｃ
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が認められた。
明饗の併用糠と思われるものもあり， 明馨との併用篠を確認するために，そしてタンニン，
非常に多種類の元素（アルミニウム，錫，鉄，砒素他）博士のもとでＸ線分析にかけてみたが，
これについては洗浄法を研究して今後おそらく土中の微量成分が洗浄の困難さ力､ら検出されたのであると う。田心
試みる予定である。
供試皮革の内容について
革中の灰分含打型が多いのに比し鉄供試革の成分試験の結果は表のと おりであるが， (１１℃），アルミニウ
(Ａｌ）など革に対し韓皮性を持つ元素の割合が少ない。 したがって無機化合物によるなめしは考えられなム
皮に付着した土質によるものと思われる。い。多量の灰分は恐らく
また皮質物プラス灰分が約70％であるが， ならば皮に対する結合有機物水分含有量を15％前後と推定する
の割合が15％|)i後となり、一般の夕 ﾝニンなめし革程度の有機物が含まれる。 なお試料不足のためタンニ＞
革の確認が不十分であったのでタンニ＞ なめし革と断定できないが， 色相等から判断しても恐らくタンニン
がなめしの主剤であるだろうと思われる。
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Ｘ線マイクロアナライザー(XMA)による元素分析結果
皮革試料
素 未処理革 超音波洗浄革兀。
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